






























要約 乳幼児の発育発達に影響を及ぼす要因として、家庭においては、1)母子家庭、2)神経

質な母親、3)病気をし易い子どもの母親で母乳哺育が少なく、食事の無理強いが多く、施

設の保育に不満足な傾向があった。 

親と子どもの生活と健康に関する調査を、出生順位別、性別、保育園・幼稚園別、首都圏・

札幌圏別に検討した結果、1)幼稚園で母乳栄養児が多く、2)保育園児では母子家庭、10時

過ぎの就寝が多く、3)食事を強制する親は全ての検討で 60%に認められた。 

入院した園児について身体発育値をみたが、全例正常発育曲線内にプロットされ、保育園

児が幼稚園児より有意に多く、食事を強制する親は 72%と高い値を示した。 

施設における職員の保育意識を 17 園 203 人にアンケート調査し、1)園は遊びを大切にする

ところについては勤続年数の少い者で、2)集団生活を身につけるところは勤続年数の多い

者に多い傾向がうかがわれた。 


